
平成30年(2018年)7月1日	 明 る い ニ ュ ー ス 	 第709号（2）
昭和28年12月14日
第3種郵便物認可（　　　　　　　）１部50円

正味財産増減計算書

平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日まで　　　（単位 : 円）

勘　定　科　目 本年度決算額 前年度決算額 増　　減

Ⅰ .経常収益

      ①受取会費 17,383,800 17,551,000 △ 167,200

 　     普通会員会費収入 13,660,300 13,534,500 125,800

         特別会員会費収入 3,416,000 3,773,000 △ 357,000

         賛助会員会費収入 307,500 243,500 64,000

      ②寄付金品等収入　　 43,366,550 60,750,000 △ 17,383,450

      ③雑　 収　 入　　 299,173 219,369 79,804

      経常収益計　　 61,049,523 78,520,369 △ 17,470,846

Ⅱ .経常費用

      ①事業費支出　 21,589,960 22,412,364 △ 822,404

      ②管理費支出 13,134,376 7,395,786 5,738,590

      経常費用計 34,724,336 29,808,150 4,916,186

　当期経常増減額 26,325,187 48,712,219 △ 22,387,032

　　一般正味財産期首残高 143,398,509 94,686,290 48,712,219

正味財産期末残高 169,723,696 143,398,509 26,325,187

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

　　四
国
中
央
支
部

四
国
中
央
支
部
発
足

（
七
十
五
番
目
）

平
成
三
十
年
五
月
二
十
二

日
、
四
国
中
央
支
部
と
し
て

発
足
、
新
し
い
出
発
を
す
る

事
と
な
り
ま
し
た
。

発
足
式
に
は
、
市
長
、
教

育
長
の
祝
辞
を
い
た
だ
き
、

野
村
勝
廣
氏
が
発
起
人
挨
拶

を
兼
ね
て
四
国
中
央
支
部
設

立
ま
で
の
経
過
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

日
本
善
行
会
勝
野
堅
介
会

長
の
ご
祝
辞
を
披
露
し
て
、

野
村
勝
廣
氏
が
支
部
長
に
就

任
し
、
四
国
中
央
支
部
と
し

て
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
は
愛
媛
県
支
部
と
助

け
合
い
な
が
ら
日
本
善
行
会

の
活
動
を
続
け
て
行
け
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　福
岡
県
筑
豊
支
部

平
成
二
十
九
年
度

　表
彰
伝
達
式
総
会

並
び
に
懇
親
会

平
成
三
十
年
三
月
二
十
一

日
、
田
川
市
丸
山
公
民
館
で

開
催
し
た
。

表
彰
受
賞
者
（
敬
称
略
）

特
別
善
行
銀
章

　
　
　
　
　
　

 

植
田
芳
慈
子

創
立
八
十
周
年
記
念
功
労
者

　
　
　
　
　
　
　

 

手
島
道
子

創
立
八
十
周
年
記
念
支
部
長

感
謝
状

　
　
　
　

 

鸖
我
一
男

秋
季
善
行
銅
章

　

 

大
坪
松
雄

伝
達
式
後
、
総
会
を
開
催
、

支
部
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、

進
行
、
作
本
隆
志
氏
、
議

長
、
棟
形
和
義
副
会
長
、
事

業
報
告
、
計
画
を
支
部
長
か

ら
、
収
支
決
算
、
予
算
を
手

島
事
務
局
長
か
ら
、
監
査
報

告
を
河
端
隆
氏
か
ら
報
告
が

あ
り
、
異
議
な
し
の
声
で
承

認
さ
れ
、
総
会
を
終
了
し
た
。

次
に
懇
親
会
を
開
催
し
、
各

自
の
活
動
報
告
等
が
な
さ
れ
、

支
部
長
よ
り
、
三
十
一
年
は

改
選
の
時
な
の
で
、
身
体
の

関
係
で
、
支
部
長
役
を
引
き

た
い
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。

監
査
員
よ
り
、
役
員
の
交

通
費
を
支
給
し
た
ら
と
申
し

出
が
あ
り
、
ま
た
、
開
催
日

の
変
更
が
な
い
よ
う
に
日
を

決
定
す
る
こ
と
と
な
り
、
二

月
第
一
日
曜
日
と
決
定
し

た
。皇

太
子
殿
下
御
接
見
の
栄

に
処
す
る
活
動
が
あ
る
こ
と

も
説
明
、
本
年
度
参
加
対
象

者
に
参
加
を
促
し
た
。

会
員
間
の
親
睦
を
深
め

合
っ
た
。

当
日
欠
席
さ
れ
た
大
坪
松

雄
さ
ん
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
長
の
所
要
の
た
め
欠
席

さ
れ
た
の
で
、
後
日
支
部
長

と
筒
井
登
雄

香
春
町
長
を

表
敬
訪
問
さ

れ
、
あ
ら
た

め
て
町
長
か

ら
表
彰
状
を

授
与
さ
れ

た
。善

行
川
柳 

選
者 

東

　
　逸
平

○

年
齢
忘
れ

　シ
ル
バ
ー
生
き
生
き

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

北
海
道

齊
藤

　
　勉

評
／
《
年
齢
忘
れ
》
と
《
シ
ル
バ
ー
生
き
生
き
》
の
対
比
が
見
事
で
す
。

　ベ
テ
ラ
ン
の
域
で
す
ね
。

○

害
虫
を

　巣
で
待
つ
ヒ
ナ
の

　口
ば
し
に

静
岡
県

真
野

　和
代

評
／
作
物
を
荒
ら
す
害
虫
を
口
ば
し
に
く
わ
え
て
ふ
る
い
立
つ
鳥
の

羽
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
害
虫
と
云
え
ど
も
生
類
の
い
の
ち
を

哀
れ
む
作
者
の
心
が
見
え
隠
れ
し
て
い
ま
す
。

○

新
婚
の

　話
題
弾
む

　老
夫
婦

香
川
県

丸
野

　忠
義

評
／
い
い
な
あ
。
新
婚
の
話
題
に
弾
む
老
夫
婦
の
平
和
な
情
景
は

　老
い
の
友
ら
の
望
む
と
こ
ろ
で
す
ね
。

　選
者
な
ど
新
婚
の
話
題
な
ど
、
も
う
忘
却
の
彼
方
で
す
よ
。

○

脱
線
の

　箇
所
を
考
え

　演
壇
へ大

分
県

佐
藤

　満
洋

評
／
話
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
で
、
ど
の
辺
で
ギ
ャ
グ
を
入
れ
よ
う
か
、

な
ど
と
余
裕
を
も
っ
て
檀
上
へ
、な
か
な
か
の
演
者
で
す
よ
。
き
っ

と
大
受
け
す
る
で
し
ょ
う
。

◇
総
会
に
て
左
記
理
事
二
十
六
名
と
監
事
三
名

が
選
任
さ
れ
、
第
二
回
理
事
会
で
互
選
の
結

果
、
会
長
に
勝
野
堅
介
氏
、
副
会
長
に
相
澤
、

高
田
、
山
下
の
三
氏
、
常
務
理
事
に
石
井
、

黒
澤
、
島
村
、
濱
武
、
松
本
の
五
氏
が
決
定

し
た
。
ま
た
、
名
誉
会
長
、
参
与
三
名
が
選

任
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　（

五
十
音
順
）

▽
名
誉
会
長　

藤 

田 

耕 

三(

元
広
島
高
等
裁
判
所
長
官)

▽
会　
　

長　

勝 

野 

堅 

介(

元
内
閣
府
賞
勲
局
長)

▽
副 

会 

長　

相 

澤 

克 

也(

群
馬
県
前
橋
支
部
長)

　
　

 

同 　
　

高 

田 　

 

修(

東
京
都
板
橋
支
部
顧
問)

　
　

 

同 　
　

山 

下 

純
雲
子(

渋
谷
区
支
部
顧
問)

▽
常
務
理
事　

石 

井 

將 

博(

東
京
都
豊
島
支
部
長) 

　
　

 

同 　
　

黒 

澤 　

 

猛(

北
海
道
北
見
地
区
支
部
長)

　
　

 

同 　
　

島 

村 

弘 

子(

群
馬
県
・
北
毛
支
部
長)

　
　

 

同 　
　

濱 

武 　

 

隆(

長
崎
県
佐
世
保
支
部
長)

　
　

 

同 　
　

松 

本 

カ
ネ
子(

栃
木
県
宇
都
宮
支
部
長)

▽
理　
　

事　

石 

毛 

利 

雄
（
東
京
都
前
渋
谷
区
支
部
長

）

　
　

 

同 　
　

磯 

江 

良 

三(

北
海
道
網
走
支
部
長)

一
般
社
団
法
人 

日
本
善
行
会
新
役
員

　
　

 

同 　
　

栗 

原 　

 

忍(

東
京
都
練
馬
支
部
長)

　
　

 

同 　
　

黒 

﨑 

一 

嘉(

静
岡
県
御
殿
場
支
部
副
支
部
長)

　
　

 

同 　
　

合 

田 

祐 

二(

千
葉
県
支
部
長)

　
　

 

同 　
　

髙 

橋 

睦 

夫(

岩
手
県
南
支
部
長)

　
　

 

同 　
　

鳥 

巣 

正 

行(

福
岡
県
福
岡
支
部
長)

　
　

 

同 　
　

中 

嶋 

光 

子(

福
井
県
支
部
長)

　
　

 

同 　
　

永 

津 

勝 

彦(

愛
知
県
支
部
長)

　
　

 

同 　
　

縄 

田 　

 

栄(

大
阪
府
支
部
会
長)

　
　

 

同 　
　

西 

村 　

 

弘(

東
京
都
小
平
支
部
長)

　
　

 

同 　
　

花 

川 

與
惣
太(

東
京
都
北
区
長)

　
　

 

同 　
　

飯 

田 

勝 

男(

宮
城
県
支
部
長)

　
　

 

同 　
　

平 

岩 

宏 

子(

東
京
都
板
橋
支
部
長)

　
　

 

同 　
　

本 

間 　

 

操(

青
森
県
弘
前
支
部
会
長)

　
　

 
同 　
　

山 

下 

八 

郎(

熊
本
県
宇
土
支
部
長)

　
　

 
同 　
　

山 

﨑 

久 

夫(

福
島
県
支
部
長)

▽
監　
　

事　

浦 

野 

秀 

樹(

東
京
都
北
区
支
部
長)

　
　

 

同 　
　

久 
保 　

 

猛

(

東
京
都
板
橋
区
青
少
年
健
全
育
成
地
区
委
員
会
副
会
長)

　
　

 

同 　
　

志 

村 
宗 
男(

神
奈
川
県
小
田
原
支
部
長)

▽
参　
　

与　

大 

岩 　

 
武(
元
日
本
善
行
会
常
務
理
事)

　
　

 

同 　
　

須 

郷 

勝 

雄(

元
青
森
県
青
森
支
部
長)

　
　

 

同 　
　

須 

田 

耕 

作(

東
京
都
狛
江
支
部
相
談
役)

「
善
行
川
柳
」を
通
し

て
今
後
も
善
行
を

　香
川
県
坂
出
市

丸
野

　忠
義

本
会
香
川
県
支
部
よ
り
、

平
成
二
十
三
年
度
に
長
寿
善

行
者
の
推
薦
を
受
け
、
皇
太

子
殿
下
の
ご
接
見
の
栄
に
浴

し
、
皇
太
子
殿
下
か
ら
ご
下

問
を
い
た
だ
い
た
。
私
は
、

「
善
行
精
神
の
普
及
、
善
行

の
実
践
活
動
を
実
践
、
周

金

　
　
章

特
別
表
彰

知
す
る
た
め
に
﹃
善
行
川

柳
﹄
を
作
句
し
て
﹃
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
﹄
に
投
稿
し
て
い

ま
す
」
と
お
答
え
し
た
。
す

る
と
、皇
太
子
殿
下
か
ら
「
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。」
と
心
暖
ま
る
励
ま
し

の
お
言
葉
を
賜
り
、
感
無
量

で
あ
っ
た
。

振
り
返
っ
て
見
る
と
、﹃
明

る
い
ニ
ュ
ー
ス
﹄
の
﹃
善
行

川
柳
﹄
に
投
句
し
た
川
柳
が

平
成
二
十
二
年
、
二
十
三

年
、
二
十
六
年
、
二
十
八
年
、

二
十
九
年
度
に
優
秀
賞
を
、

平
成
二
十
七
年
度
は
会
長
賞

を
受
賞
し
た
。
尚
、
投
句
し

た
善
行
川
柳
の
数
句
は
、
選

者
東
逸
平
氏
が
発
行
の
福
祉

の
季
刊
誌
︿
愛
の
友
﹀
の
天

地
欄
外
に
も
掲
載
さ
れ
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
度
の
特
別
善
行
銀
章

受
賞
の
栄
誉
と
感
激
を
終
生

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
今
後
も

「
善
行
は
、
社
会
を
照
ら
す
と

も
し
び
」
と
な
る
「
善
行
川

柳
」
作
り
に
努
め
た
い
。

 

善
行
表
彰
を
受
賞
し
て

　青
森
県
お
い
ら
せ
町

佐
々
木
英
恵

こ
の
度
、
春
季
善
行
表
彰

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
小
学
校
二
年
生
の

時
に
子
供
会
に
加
入
し
、
多

受
賞
者
の
喜
び
の
声

受
賞
者
の

　喜
び
の
声

春
季
表
彰

く
の
子
供
た
ち
の
前
で
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
や
ダ
ン
ス
等

を
す
る
リ
ー
ダ
ー
達
に
憧
れ
、

中
学
生
か
ら
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
し

て
い
た
時
期
は
、
先
輩
や
育

成
者
の
皆
さ
ん
か
ら
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
大
切
な
事
や
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
等
を
教
え

て
い
た
だ
き
、
と
て
も
勉
強

に
な
る
日
々
で
し
た
。
現
在

は
、
育
成
者
と
し
て
、
現
役

の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
に
私

が
活
動
し
て
い
た
時
に
学
ん

だ
事
を
教
え
、
育
成
し
て
い

ま
す
。

私
の
住
ん
で
い
る
町
で
も

子
供
会
が
減
少
し
、
リ
ー

ダ
ー
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
子
達
を
良
き

リ
ー
ダ
ー
に
養
成
し
、
子
供

会
の
未
来
に
少
し
で
も
貢
献

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
私
を
育
て
、
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

独
立
ま
で
に
は
、
本
部
の

皆
さ
ま
に
色
々
ア
ド
バ
イ
ス
、

ご
指
導
い
た
だ
き
お
陰
様
で
、

当
支
部
が
設
立
で
き
ま
し
た

こ
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
、
支
部
会
員
一
丸

と
な
り
善
行
者
の
発
掘
と
自

ら
も
善
行
を
続
け
明
る
く
住

み
良
い
社
会
環
境
作
り
に
微

力
な
が
ら
一
同
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

最
後
に
教
育
長
を
囲
み
、

記
念
撮
影
で
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

　　青
森
県
弘
前
支
部

平
成
三
十
年
度
春
季
・

特
別
善
行
表
彰
伝
達
式

と
祝
賀
会
の
開
催

日
本
善
行
会
弘
前
支
部（
本

間
支
部
長
）
は
六
月
五
日
、

弘
前
市
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

キ
ャ
ッ
ス
ル
で
平
成
三
十
年

度
春
季
・
特
別
善
行
表
彰
伝

達
式
を
行
い
、
同
支
部
管
内

の
春
季
受
賞
者
一
団
体
と
銀

章
受
賞
者
一
個
人
に
表
彰
状

な
ど
を
授
与
し
て
栄
誉
を
た

た
え
た
。

終
了
後
は
、
祝
賀
会
が
行

わ
れ
、
和
や
か
な
内
に
終
了

し
た
。


